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1.はじめに
入力信号をいくつかの周波数帯に分散して出力

する回路を分波器という.分波器こ必要な条件は,
分離された電力の和が,周波数に依存しないことで

ある.
今回の報告では低域通過,中域通過,高域通過

の3出力からなる振幅平坦特性の分波器を相補特性

と反射電力の関係を用いて構成する方法,及び,実
験結果を報告する・

2.相補特性フィルタの構成

相補特性の関係を求める際に,図1のような回路
を考える.この回路においてインピーダンスマッチ
ングがとれているとすると,リアクタンス回路部分
では,無損失であるから,電源の固有電力は全て終
端の3つの抵抗で消費される.つまり,電力につい
て次式の関係が成立する.

式(2)から3つの振幅自乗関数の和は周波数によ
らず一定になることがわかる.ここで重要なことは,
この関係が成立するとき, 2つの伝達関数を定める
と残りのもう1つの伝達関数が自動的に定まること
である.このとき3つの伝達間数V1 /V0,V2/V0,
V3/V0は互いに相補特性の関係であるといい,式
(2)を相補特性の関係式と呼ぶ.本報告ではこの相
補特性の関係を用いて3出力の分波器を構成する方

法を述べる.

3.振幅自乗関数について
低域通過,中域通過,高域通過の特性を持つ振

幅自乗関数をそれぞれ次式のように定義する.

図2の回路を考える。端子1-1'から見込んだイ
ンピーダンスをZとする。入射電九　反射電力(3)は
それぞれ次式で与えられる.

式(7)で与えられる反射電力が,希望の特性の1
つになるようなインピーダンス関数を求める。その
インピーダンス関数を宮田の理論[1]を用いて,終
端に2つの抵抗を有する受動回路を求める。ここで
求められた受動回路は残りの2つの特性を満足する
回路である。

次に図3に示されているように,先の受動回路の
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入力段に【Fc】なるマトリクスを持つ回路を接緩し,
相補特性フィルタが構成される。

このフィルタは, V0を入力,I0を1つの出力とし、

図3の端子1-1'の右側の回路から2つの出力を取り
出す, 1入力3出力の相補特性フィルタである。

実際には,電流I0は取り出すことができないの
で,この相補特性フィルタは演算増幅器を用いて模
擬することにより,能動RCフィルタとして構成さ
れる.

5.実験結果

設計仕様は,式(3), (4), (5)において, n=2, β
=2,中心周波数を1kHzとした。

式(7)の反射電力として,式(4)の特性を選ぶと,
図3の端子1-1'の右側の受動回路は図4のようにな
る.

図3の受動回路をシグナルフローグラフ化[2]し、

演算増幅器を用いて模擬した実験結果を図5に示す。
実線が理論値,点が実験値である。低域通過,高域
通過特性は理論通りな結果が得られたが,中域通過
特性は10kHz付近から利得が上昇する結果となった。

この利得の上昇は,演算増幅器の非理想性による位
相回転の影響と考えられる。

6.まとめ

今回の報告では相補特性の概念をアナログフィ
ルタに応用し, 3出力分波器の構成法について述べ,
その例を示した.

本構成法は, 3つの出力を取り出すのに3つのフィ
ルタを構成するのではなく,相補特性と反射電力の
関係から, 2つの出力を持つ回路を構成し,その入
力段に演算増幅器を1個加えるだけでもう1つの出力
を取り出すことができるという特徴を有する.

今後の課題として,演算増幅器の位相回転の影
響による特性劣化の軽減及び,より高次の分波器の
構成等があげられる。
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